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冒頭ご挨拶

近年、入試制度の多様化や教育環境の変化を背景に、高校生の進路選択を取り巻く状況

は大きく広がりを見せています。選択肢の拡大に伴い、進路検討は早期化するとともに、

段階的に時間をかけて進められる傾向が一層強まっています。

文部科学省の調査では、2025年度入試において、総合型選抜や学校推薦型選抜に代表さ

れる「年内入試」の利用が私立大学で約6割に達し、過半数を占めるに至りました。さら

に、高校での探究学習等を評価する入試方式も広がりを見せており、入試にとどまらず、

高校生活全体を取り巻く環境もまた大きく変化しています。

当研究所が2025年度に実施した調査では、早い方であれば高校入学前から、実際に感じ

た学校の雰囲気や入試方式、将来との接続性といった複数の観点を踏まえ、慎重に意思

決定が行われている様子もうかがえました。

進路検討における選択肢が拡大する中で、高校生は日々更新される多様な情報に主体的

に接しながら、自身にとって納得感のある進路を模索しています。その過程においては、

各段階に応じた適切な接点を継続的に確保し、検討段階や関心に即した情報を的確に届

けていくことの重要性が、これまで以上に高まっていくものと考えられます。

本資料では、2026年3月卒業予定者に焦点を当て、進路選択における意識と行動の特徴を

整理しました。今後の募集広報および進路支援の一助としてご活用いただければ幸いで

す。

2026年6月 マイナビ進学総合研究所 研究員 川野 優実
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マイナビ進学総合研究所

研究員 川野 優実



本資料の目的／今回の資料作成に使用したマイナビ進学実施調査一覧
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▼今回の資料作成に使用したマイナビ進学総合研究所実施調査一覧

▼本資料の目的

調査名称 調査対象 調査時期 回答N数

高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査 マイナビ進学会員（高校3年生） 2023年3月 3,200名

〃 〃 2024年3月 3,195名

〃 〃 2025年3月 3,013名

〃 〃 2026年3月 1,119名

マイナビ進学会員定期調査 マイナビ進学会員（高校生） 2025年6月 1,121 名

マイナビ進学 大学認知度・イメージ調査2025 マイナビ進学会員（全国の高校3年生） 2025年7月 6,520名

専門学校志望者に関する意識・行動調査 マイナビ進学会員（専門学校志望の高校生） 2025年12月 1,895名

主に2025年度(4月～3月）にマイナビ進学総合研究所が実施した調査から、高校生の進路選択の実態に迫ること。



本資料における短縮表記について／年度表記について

▼本資料における短縮表記について

誌面の都合により、下記のように短縮表記をする箇所があります。悪しからずご了承ください。

・「短期大学」・・・『短大』

・「専門学校」・・・『専門』

・「高校●年生」・・・『高●』『高●生』『●年』など

・「2026年3月卒業」・・・ 『26年3月卒（新高校3年生）』『26年3月卒』

・「進学する予定の学校」 ・・・ 『進学先』

・「出願し合格したが、進学しなかった予定の学校」・・・『出願先』『出願・非進学先』

・「志望校に入っていたが、出願しなかった学校」・・・ 『志望先』『志望・非出願先』

・「検討していたが、志望校に入らなかった学校」・・・ 『検討先』『検討・非志望先』

・「学校推薦型選抜(公募制/自己推薦)」「学校推薦型選抜(指定校)」「総合型選抜(旧AO入試)」の総称・・・『年内入試』

・「オープンキャンパス」・・・『OC』

▼年度表記について

経年比較に過去のデータを用いるにあたり、

下記の通りまとめておりますのでご参考ください。
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西暦年度 和暦年度 期間 入試年度 2024年卒 2025年卒 2026年卒 2027年卒 2028年卒

2023年度 令和5年度
2023/4/1-
2024/3/31

「2024年度入試」 高3 高2 高1 - -

2024年度 令和6年度
2024/4/1-
2025/3/31

「2025年度入試」 - 高3 高2 高1 -

2025年度 令和7年度
2025/4/1-
2026/3/31

「2026年度入試」 - - 高3 高2 高1

↓本資料の主な分析対象



Ⅰ.高校生の進学を取り巻く環境
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18歳人口（3年前の中学校等卒業者）及び

高等教育機関進学数・進学率の推移

１８歳人口 高等教育機関への入学者

高等教育機関進学率 大学進学率

短期大学進学率 専修学校(専門課程)進学率

18歳人口及び高等教育機関入学者数・進学率の推移
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【参照元データ】
・学校基本調査「年次統計、高等教育機関への入学状況(過年度高卒者等を含む)の推移」

18歳人口は“昨対微増“も一時的な増加か。

（単位：人） （単位：％）

18歳人口（3年前の中学校等卒業者）は昨対27,564名増加した。
この増加は一時的とみられ、2030年に向けては18歳人口の減少が見込まれている。
大学進学率は58.6％と昨年の過去最高値と横ばい。短期大学進学率は下降が続き全体の2.7％、専門学校進学率は昨年の過去最
高値から-0.7ptの23.1％であった。



22.8%

38.8%

38.3%

0.1%

私立大学

7.7%

12.7%

79.6%

国立大学

選抜方式別入学者数

9【参照元データ】
・文部科学省「令和7年度国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状況の概要」

私立大学で年内入試の利用割合は約6割に

選抜方式別入学者数

選抜方式別の入学者数を円グラフで示した。国立大学では、総合型選抜の割合は全体の7.7％、公立大学では6.0％にとどまって
いる。一方、私立大学では22.8％と、入学者の4分の1に迫る割合となっている。
また、私立大学においては、総合型選抜と学校推薦型選抜を合わせた「年内入試」による入学者の割合が、本年度は約6割に達
した。各大学で試験内容が大きく異なり、対策が一様ではない入試方式であるにもかかわらず、志願者数は増加傾向にあり、
その注目度の高さがうかがえる。

6.0 %

26.9 %

67.1 %

公立大学



学校教育法の改正・修学支援新制度の対象者拡充について
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【参照元データ】
左：文部科学省 「私立大学等の入学者に係る学生納付金等調査結果について(令和元年、令和三年、令和五年、令和七年)」より一部抜粋
右：文部科学省 「令和7年度からの奨学金制度の改正(多子世帯の大学等の授業料等無償化)に係るFAQ 」より一部抜粋

私立大学の授業料は約97万円、修学支援新制度は多子世帯支援拡充へ
令和7年度の私立大学における平均授業料は、前回調査である令和5年度と比べて0.9％増の968,069円となり、上昇傾向が続
いている。近年は大学進学率・専門学校進学率ともに高まっており、上級学校への進学にかかる費用負担に対する公的支援
の重要性は一層高まっている。
また、令和7年度に実施された修学支援新制度の拡充では、多子世帯（扶養する子どもが3人以上いる世帯）や私立大学の理
工農系学部等に通う学生など、中間層への支援が拡大された。これにより、従来よりも幅広い世帯が支援の対象となる見込
みである。

「高等教育の修学支援新制度」の拡充について

¥911,716 

¥930,943 

¥959,205 

¥968,069 

¥900,000

¥910,000

¥920,000

¥930,000

¥940,000

¥950,000

¥960,000

¥970,000

¥980,000

¥990,000

¥1,000,000

令和元年度 令和3年度 令和5年度 令和7年度

私立大学の授業料(平均)



学校教育法の改正について
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学校教育法改正による専門学校制度の見直し

【参照元データ】
左：文部科学省 「学校教育法の一部を改正する法律の概要」より一部抜粋
右：マイナビ進学総合研究所「2025年 専門学校志望者の意識・行動調査」

2026年4月より専門学校に関連する学校教育法が改正された。背景として、専門学校は医療・福祉・工業等の分野において
実践的な職業教育機関として人材を輩出してきたことに加え、職業教育やリスキリング需要の高まりに伴い、その役割が一
層重要になっていることがある。これに対し、入学資格の大学並みへの厳格化、単位制導入、特定専門課程や専攻科の整備、
自己点検評価の努力義務への変更などが行われた。当研究所が実施した「専門学校志望者の意識・行動調査」では、専門学
校に対するポジティブなイメージとして「資格取得」や「社会での即戦力」などが、ネガティブなイメージとして「将来の
仕事の幅」や「大学卒との比較」などが挙げられた。本制度の見直しにより、専門学校の高等教育機関としての位置づけが
より明確になることで、高校生の進路選択の幅の拡大や、教育の質および社会的評価の向上が期待されている。

１位 資格が取れる

2位 国家資格が目指せる

3位 実習が多く、即戦力になれる

ポジティブなイメージ(N=1,895)

１位 専門職以外の仕事に就きにくそう

2位 大学卒と比べて進路の選択肢が少ない気がする

3位 学校によって授業の質に差がありそう

ネガティブなイメージ(N=1,895)

専門学校志望者の専門学校のイメージ
(上位3項目)



Ⅱ.26年3月卒生の活動タイミング
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活動タイミング ー TOP
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進学先の認知は2年生春・3年生春、請求・イベント参加は3年生夏に集中

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年生

2年生

3年生

【大学】認知最多時期

【全体】イベント参加
最多時期

【全体】出願決定
最多時期

【専門】認知第2ピーク

【大学】認知第2ピーク

【専門】認知最多時期

【全体】資料請求
最多時期

本章の内容を下記表のとおり1枚にまとめ、学校種別（大学／専門／全体）により色分けしている。
昨年のまとめ（次ページ参照）と比較すると、大学の認知最多時期は少々早く、専門学校の認知最多時期は昨年と変わらない結
果となった。資料請求時期は昨年から少々後倒しとなった。
※大学の認知最多時期は高校入学以降の最多時期を示している。

【大学】認知第3ピーク

【全体】認知
約70%決定済み

【短大】認知第2ピーク

【短大】認知最多時期

【全体】出願決定
約60%決定済み

【全体】認知
約90%決定済み



活動タイミング ー TOPICS
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【参考】2025年度進学トレンド総括 より

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年生

2年生

3年生

【大学】認知最多時期

【全体】認知
約70％認知済み

【全体】イベント参加
最多時期

【全体】出願決定
最多時期

【専門】認知第2ピーク

【全体】認知
約90％認知済み

【短大】認知第2ピーク

【全体】出願決定
約50%決定済み

【短大】認知最多時期

【大学】認知第2ピーク

【専門】認知最多時期

【全体】資料請求
最多時期

【全体】出願決定
約90%決定済み



中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

2026年(N=1039) 14.8% 6.7% 5.2% 3.2% 3.8% 13.0% 11.7% 5.4% 4.3% 13.6% 6.3% 4.7% 3.0%

2025年(N=2758) 13.4% 6.4% 2.7% 1.7% 1.8% 5.7% 9.5% 13.7% 13.3% 16.4% 6.0% 2.6% 2.4%

2024年(N=2963) 11.5% 5.1% 3.4% 9.5% 12.4% 18.2% 5.0% 3.7% 8.5% 10.1% 4.8% 3.0% 1.8%

2023年(N=2815) 10.1% 13.1% 4.2% 3.2% 4.8% 10.6% 8.4% 6.1% 5.5% 12.6% 8.6% 5.9% 2.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

認知時期

進学先校の「認知時期」（全体/年度比較・推移）

15【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2023年～2026年）」
※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。

26年卒は「中学生以前」「2年生4～9月」「3年生4～6月」の期間に進学先の認知集中

進学先の学校を知った時期について聴取した。2024年3月卒は「2年生4～6月」が、2025年3月卒は「3年生4～6月」がピークで
あったが、2026年度卒はこの両時期に回答率が分散する様子がみられた。
また、「中学生以前」が最も高い結果となっており、早期から進学先を認知している層が一定数存在することも確認できる。



16
【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」
※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。

進学先の学校を知った時期を学校種別ごとに集計した。回答最多は、進学先によって異なり大学進学者は「中学生以前」 (16.0%)、
短期大学進学者は「2年生4～6月」(27.5%)、専門学校進学者は「3年生4～6月」(29.6%)となった。全体としては、いずれの学校種
別でも「中学生以前」「2年生4～6月」「3年生4～6月」に山が見られ、進学先認知の主なタイミングはこの3時期に集中している。

進学先校の「認知時期」（全体・校種別/推移）

「中学生以前」「2年生4～6月」「3年生4～6月」が進学先認知の主要時期

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 14.8％ 6.7％ 5.2％ 3.2％ 3.8％ 13.0％ 11.7％ 5.4％ 4.3％ 13.6％ 6.3％ 4.7％ 3.0％

全体(2025年,N=2,758） 13.4％ 6.4％ 2.7％ 1.7％ 1.8％ 5.7％ 9.5％ 13.7％ 13.3％ 16.4％ 6.0％ 2.6％ 2.4％

大学(N=854） 16.0％ 7.6％ 5.2％ 3.2％ 3.7％ 13.2％ 12.2％ 5.7％ 4.2％ 11.4％ 6.0％ 4.3％ 2.8％

短期大学(N=40) 10.0％ 2.5％ 2.5％ 5.0％ 0.0％ 27.5％ 15.0％ 7.5％ 0.0％ 10.0％ 5.0％ 5.0％ 2.5％

専門学校(N=135) 8.1％ 3.0％ 6.7％ 3.0％ 3.7％ 7.4％ 7.4％ 3.0％ 6.7％ 29.6％ 8.9％ 7.4％ 3.7％

0.0％

5.0％

10.0％

15.0％

20.0％

25.0％

30.0％

35.0％

進学先の認知時期



進学先校の「認知時期」（全体・校種別/累計）

17
【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」
※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。

大学進学者、3年生進級前に約7割が進学先を認知

進学先の学校を知った時期について、時期順の累計で整理した。大学進学者では、「2年生10～12月」までの累計が2026年卒
の方が高く、前年と比較して進学先の認知がやや早まっている様子が確認される。
一方、専門学校進学者については、2025年卒では「3年生1～3月」までに61.6％が進学先を認知していたのに対し、2026年卒
では48.9％にとどまっており、認知の進み方に差が見られる。

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 14.8% 21.6% 26.8% 29.9% 33.8% 46.8% 58.5% 63.9% 68.2% 81.8% 88.1% 92.8% 95.8%

全体(2025年,N=2,758） 13.4% 19.8% 22.6% 24.2% 26.0% 31.7% 41.2% 54.9% 68.2% 84.6% 90.6% 93.3% 95.7%

大学(N=854） 16.0% 23.7% 28.8% 32.0% 35.7% 48.9% 61.1% 66.9% 71.1% 82.4% 88.4% 92.7% 95.6%

短期大学(N=40) 10.0% 12.5% 15.0% 20.0% 20.0% 47.5% 62.5% 70.0% 70.0% 80.0% 85.0% 90.0% 92.5%

専門学校(N=135) 8.1% 11.1% 17.8% 20.7% 24.4% 31.9% 39.3% 42.2% 48.9% 78.5% 87.4% 94.8% 98.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

進学先の認知時期
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【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者・専門進学者の資料請求時期、「3年生4～9月」に集中
進学先の学校へ資料請求した時期については、3年生の春～夏に集中する様子がみられた。
進学先校種に関わらず、資料請求のピークは「3年生4～6月」(19.8%)であり昨年同様となっている。一方で、全体では「2年生7
～9月」(9.8%)にも一定の山が見られ、2年生から資料請求を行う動きも確認できるが、進学先の校種別では「3年生4～6月」以前
の動きに差が見られる。

進学先校の「資料請求時期」（全体・校種別）

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 3.1% 4.0% 1.6% 1.9% 5.9% 9.8% 7.9% 9.0% 19.8% 13.8% 6.0% 4.0%

全体(2025年,N=2,758） 2.5% 2.7% 1.9% 1.1% 4.5% 5.3% 5.7% 14.0% 27.8% 14.9% 6.2% 2.3%

大学(N=854） 3.5% 4.1% 1.5% 1.9% 5.9% 9.7% 8.3% 9.4% 19.8% 13.5% 5.9% 3.7%

短期大学(N=40) 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 10.0% 10.0% 12.5% 10.0% 17.5% 15.0% 5.0% 5.0%

専門学校(N=135) 0.0% 5.2% 3.0% 2.2% 4.4% 9.6% 4.4% 7.4% 22.2% 15.6% 6.7% 5.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

資料請求時期



進学(N=854） 出願(N=237) 志望(N=336)

資料請求した 84.5% 75.9% 69.9%

資料請求していない 12.3% 21.9% 25.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

資料請求割合

志望段階別の「資料請求時期」（大学）

19

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」の内、大学進学者のみ集計
右グラフ：グラフ非掲載の「資料請求したが時期は覚えていない」「資料請求していない」「資料請求したかどうか覚えていない」を
足して100％となる。
左グラフ：資料請求時期を聴取した回答を再集計。

大学進学者は進学先へ約8割が資料請求済み。特に「3年生4～6月」に集中。
大学進学者の資料請求時期を、「進学先の学校」とそれ以外で分けて表した。進学先、出願・非進学先、志望候補・非出願先の
順で資料請求割合が高い結果となった。また、資料請求の時期では出願・非出願先が進学先・志望候補・非出願先と異なる動き
をしている。資料請求ピークは進学先・志望候補・非志望先から遅れ、出願先は「3年生7～9月」にピークが訪れる。
全体的に「4～9月」に資料請求を行う傾向にあるが、1年生、2年生ともに出願・非進学先は進学先・志望候補・非出願先より回
答割合が少ない。

１年

生＿

４～

６月

１年

生＿

７～

９月

１年

生＿

１０

～１

２月

１年

生＿

１～

３月

２年

生＿

４～

６月

２年

生＿

７～

９月

２年

生＿

１０

～１

２月

２年

生＿

１～

３月

３年

生＿

４～

６月

３年

生＿

７～

９月

３年

生＿

１０

～１

２月

３年

生＿

１～

３月

進学(N=854） 3.5% 4.1% 1.5% 1.9% 5.9% 9.7% 8.3% 9.4% 19.8% 13.5% 5.9% 3.7%

出願(N=237) 3.0% 3.4% 0.4% 2.1% 3.0% 8.0% 2.1% 4.6% 18.6% 20.7% 7.2% 2.5%

志望(N=336) 4.2% 6.3% 1.5% 2.4% 6.5% 10.1% 4.2% 6.3% 16.1% 11.9% 3.6% 1.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

資料請求推移



進学先校の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（全体・校種別）

20
【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

イベント参加は進学先校種に関わらず「3年生7～9月」に集中
進学先の学校のオープンキャンパス等のイベントへの参加時期について、「3年生7～9月」（31.2%）が最多の回答割合となった。
進学先の校種別で確認をしても大きな差はなく、ほぼ同じ時期に参加している。また、昨年調査と比較すると、3年生進級前は
今回調査の方が回答割合が高く、3年生進級後からは昨年調査の方が回答割合が高い。認知時期の影響と考えられる。

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 0.8% 5.5% 1.4% 1.3% 2.0% 14.0% 4.3% 7.4% 18.4% 31.2% 8.5% 2.1%

全体(2025年,N=2,758） 0.8% 2.7% 0.8% 0.6% 1.9% 9.2% 3.4% 4.2% 21.4% 35.1% 11.6% 1.2%

大学(N=854） 0.9% 6.0% 1.4% 0.9% 1.9% 14.4% 4.1% 6.7% 16.3% 29.5% 8.2% 1.3%

短期大学(N=40) 0.0% 2.5% 2.5% 0.0% 2.5% 12.5% 5.0% 7.5% 27.5% 40.0% 12.5% 7.5%

専門学校(N=135) 0.0% 3.0% 1.5% 3.7% 3.0% 10.4% 5.9% 11.1% 29.6% 40.0% 9.6% 4.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

イベント参加



志望段階別の「イベント参加時期」（全体・校種別）

21

大学進学者の約4割、専門進学者の約3割は「3年生７～9月」にイベント参加
オープンキャンパス等のイベントへの参加時期を進学先と他の候補学校で集計した。その結果、大学・専門学校ともに3年生
春から夏にかけて進学先への参加割合が相対的に高まる傾向が見られた。一方で他の候補学校では参加時期が分散しており、
この時期の参加状況が進学先選択に一定の関連を持つ可能性が示唆される。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者、専門学校進学者のみ集計

１年

生＿

４～

６月

１年

生＿

７～

９月

１年

生＿

１０

～１

２月

１年

生＿

１～

３月

２年

生＿

４～

６月

２年

生＿

７～

９月

２年

生＿

１０

～１

２月

２年

生＿

１～

３月

３年

生＿

４～

６月

３年

生＿

７～

９月

３年

生＿

１０

～１

２月

３年

生＿

１～

３月

進学(N=854) 0.9% 6.0% 1.4% 0.9% 1.9% 14.4% 4.1% 6.7% 16.3% 29.5% 8.2% 1.3%

出願(N=237) 0.4% 3.4% 0.0% 0.4% 2.1% 8.0% 1.7% 2.5% 9.3% 19.0% 3.4% 0.8%

志望(N=336) 0.3% 6.5% 0.6% 1.2% 1.8% 15.2% 2.1% 3.6% 7.7% 19.3% 3.0% 0.6%

検討(N=382) 0.8% 3.4% 1.3% 0.8% 2.9% 13.1% 3.1% 4.7% 8.9% 13.9% 2.4% 0.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

大学

１年

生＿

４～

６月

１年

生＿

７～

９月

１年

生＿

１０

～１

２月

１年

生＿

１～

３月

２年

生＿

４～

６月

２年

生＿

７～

９月

２年

生＿

１０

～１

２月

２年

生＿

１～

３月

３年

生＿

４～

６月

３年

生＿

７～

９月

３年

生＿

１０

～１

２月

３年

生＿

１～

３月

進学(N=135) 0.0% 3.0% 1.5% 3.7% 3.0% 10.4% 5.9% 11.1% 29.6% 40.0% 9.6% 4.4%

志望(N=55) 0.0% 7.3% 3.6% 3.6% 0.0% 16.4% 9.1% 7.3% 10.9% 14.5% 9.1% 1.8%

検討(N=56) 0.0% 1.8% 0.0% 1.8% 5.4% 8.9% 7.1% 8.9% 16.1% 7.1% 3.6% 3.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

専門学校



進学先校の「出願決定時期」（全体・校種別/推移）

22
【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」
※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。

出願決定時期は進学先校種に関わらず「3年生7～9月」がピーク

進学先への出願決定時期について、学校種別ごとに集計した。
進学先の校種による大きな差は見られず、いずれも「3年生7～9月」が約3割と最も高い結果となった。
前ページのイベント参加時期の結果を踏まえると、進路検討は3年生進級後、特に夏にかけて進む傾向がうかがえる。

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 1.3％ 1.2％ 0.7％ 0.6％ 0.9％ 1.9％ 3.3％ 3.2％ 4.4％ 17.9％ 27.1％ 22.0％ 12.7％

全体(2025年,N=2,758） 1.3％ 1.2％ 0.4％ 0.4％ 0.5％ 1.2％ 2.2％ 2.6％ 3.2％ 14.8％ 27.2％ 32.6％ 9.8％

大学(N=854） 1.3％ 1.4％ 0.8％ 0.6％ 0.8％ 2.0％ 3.3％ 3.0％ 3.6％ 17.3％ 26.5％ 23.4％ 13.3％

短期大学(N=40) 2.5％ 0.0％ 0.0％ 2.5％ 0.0％ 2.5％ 2.5％ 0.0％ 5.0％ 20.0％ 32.5％ 25.0％ 7.5％

専門学校(N=135) 0.7％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 1.5％ 1.5％ 3.0％ 3.7％ 9.6％ 21.5％ 30.4％ 13.3％ 11.1％

0.0％

5.0％

10.0％

15.0％

20.0％

25.0％
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進学先校の「出願決定時期」（全体・校種別/累計）
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【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」
グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100％となる。

今年度の出願決定時期は「3年生前半まで」昨年比でやや早期
出願を決定した時期について、時期順の累計で整理した。学校種別による大きな違いは見られず、いずれも3年生以降に
出願検討が進むことが確認できる。また、年内入試受験者の割合の増加も影響したか、2025年度調査と比較すると、3年生夏
（7～9月）までの累計は今年度の方が高く、全体の出願意思の決定時期が前倒しになっていることがうかがえる。

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

全体(2026年,N=1,039） 1.3% 2.4% 3.1% 3.7% 4.5% 6.4% 9.7% 12.9% 17.3% 35.2% 62.4% 84.4% 97.1%

全体(2025年,N=2,758） 1.3% 2.5% 2.9% 3.3% 3.8% 5.0% 7.2% 9.8% 13.0% 27.8% 54.9% 87.5% 97.3%

大学(N=854） 1.3% 2.7% 3.5% 4.1% 4.9% 6.9% 10.2% 13.2% 16.9% 34.2% 60.7% 84.1% 97.4%

短期大学(N=40) 2.5% 2.5% 2.5% 5.0% 5.0% 7.5% 10.0% 10.0% 15.0% 35.0% 67.5% 92.5% 100.0%

専門学校(N=135) 0.7% 0.7% 0.7% 0.7% 2.2% 3.7% 6.7% 10.4% 20.0% 41.5% 71.9% 85.2% 96.3%
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志望段階別の「出願決定時期」（大学/累計・推移）
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大学進学者の進学先の出願決定時期は「3年生7～9月」が最大、秋以降にも分布

大学進学者の出願を決定した時期について、進学先と出願・非進学先に分けて集計した。出願先決定のピークは、進学先
では「3年生7～9月」、出願・非進学先では「3年生10～12月」となった。
認知時期・資料請求時期・イベント参加時期とあわせて考えると、出願・非進学先は認知の遅れにより進路検討が後ろ倒
しとなり、進学先と比べて学校との接点や情報量が相対的に少ない可能性が考えられる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のみ集計
グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100％となる。

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

【累計】進学(N=854) 1.3％ 2.7％ 3.5％ 4.1％ 4.9％ 6.9％ 10.2％ 13.2％ 16.9％ 34.2％ 60.7％ 84.1％ 97.4％

【累計】出願(N=237) 0.4％ 1.3％ 1.3％ 1.3％ 1.3％ 2.1％ 5.1％ 9.7％ 13.9％ 29.5％ 52.7％ 78.9％ 95.4％

進学(N=854) 1.3％ 1.4％ 0.8％ 0.6％ 0.8％ 2.0％ 3.3％ 3.0％ 3.6％ 17.3％ 26.5％ 23.4％ 13.3％

出願(N=237) 0.4％ 0.8％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.8％ 3.0％ 4.6％ 4.2％ 15.6％ 23.2％ 26.2％ 16.5％
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Ⅲ. 26年3月卒生の学校選びに関する意識
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学校選びに関する意識 ー TOPICS

ー継続的な接点確保と進路検討段階ごとの情報提供ー

26

高校生は進路検討において「学びの内容」を軸にしながら、
志望・出願・進学と進路検討の段階ごとに注目するポイントが異なる。

大学進学者は、オープンキャンパスなどの接触機会から関心を高め、
入試情報を踏まえて比較検討を行い、最終的には将来のイメージや進学後の
納得感を求め、進学先の決定に至るようだ。
一方、専門進学者は資格や実習といった実務に直結する学びを重視し、
進学後の具体像を意識しながら進路を選ぶ傾向が見られる。

入試方式の多様化に伴い、意思決定プロセスも多様化している。
こうした中で、各検討段階にいる高校生に効果的にアプローチするには、
継続した接点機会の設定や、高校生が進学後の自分をイメージできる
“具体的な情報提供”が、今後一層重要となりそうだ。



志望段階別にみるイメージ上位項目（大学）

27

進路検討の各段階で重要なイメージは「オープンキャンパス」

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のみ集計

大学進学者について、進路検討の各段階における学校イメージを集計した。
結果、進学先で上位2項目となった「学べる内容が魅力的だった」 「オープンキャンパスが良かった」が各段階で上位となっ
た。学びの内容は前提としてオープンキャンパスでの体験・印象が進路検討全体を通じて重要な役割を果たしていることが示
唆される。

学べる内容が魅力的だった 76.6％

オープンキャンパスが良かった 75.8％

入試内容が自分に合っていた 75.4％

自分が成長できそうだと感じた 73.7％

学生生活を楽しめそうだった 73.4％

進学（％）

入試内容が自分に合っていた 67.1％

オープンキャンパスが良かった 64.2％

学生生活を楽しめそうだった 58.6％

学べる内容が魅力的だった 57.0％

偏差値が自分に合っていた 56.5％

出願・非進学（％）

オープンキャンパスが良かった 73.4％

学べる内容が魅力的だった 67.9％

自分が成長できそうだと感じた 66.4％

学生生活を楽しめそうだった 61.6％

施設や設備が充実していた 60.7％

志望・非出願（％）

学べる内容が魅力的だった 63.1％

オープンキャンパスが良かった 62.0％

ネームバリューが良かった 61.0％

自分が成長できそうだと感じた 59.7％

施設や設備が充実していた 56.3％

検討・非志望（％）



志望校選びの際、重視するポイント（校種別）

28

志望校選びは「学びの内容」が軸、大学は「学力の相性」専門は「資格」も重視

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2025年・2026年）」
大学進学希望者、専門学校進学希望者のみ集計

志望校選択で重視するポイントについて聴取した。進学先に関わらず「学べる内容が充実している」が最も多く、大学進学者
では「学部・学科名」「自分の学力との相性」「取れる資格」、専門学校進学者では「取れる資格」「学校の所在地」を相対
的に重視する傾向が見られた。志望校選びにおいては「学びの内容」を中心に据えつつ、進学先の特性に応じて重視する観点
が異なることがうかがえる。

知名度

が高い

学部

名・学

科名

学べる

内容

取れる

資格

学校の

建物や

設備

自分の

学力と

の相性

学校の

所在地

留学な

どの特

別カリ

キュラ

ム

パンフ

レット

やウェ

ブサイ

トの美

しさ

入試方

法

学校の

分類

国立か

公立か

私立か

学校の

種類

大学か

短期大

学か専

門職大

学か専

門学校

か

学費の

安さ

奨学金

制度

知り合

いや親

戚が

通って

いる・

いたこ

と

部活な

どの課

外活動

就職率

の高さ

在校生

の雰囲

気が自

分に

あって

いる

学生数

の多さ

実家か

らの距

離

その他
特にな

し

大学(2026年,N=854) 27.3％ 42.4％ 52.2％ 30.9％ 18.1％ 33.8％ 28.9％ 9.6％ 7.0％ 18.3％ 20.3％ 11.6％ 11.7％ 7.4％ 5.4％ 5.4％ 17.7％ 9.7％ 1.8％ 17.4％ 0.8％ 0.6％

大学(2025年,N=2,298) 21.0％ 33.4％ 42.2％ 26.7％ 15.3％ 29.4％ 24.1％ 10.8％ 8.5％ 17.8％ 19.4％ 11.1％ 12.1％ 5.5％ 7.0％ 7.4％ 13.9％ 7.9％ 1.5％ 14.8％ 0.4％ 0.6％

専門(2026年,N=135) 11.1％ 17.0％ 63.7％ 54.1％ 25.2％ 17.0％ 29.6％ 3.7％ 3.0％ 14.1％ 0.0％ 5.2％ 16.3％ 9.6％ 5.2％ 3.0％ 27.4％ 18.5％ 2.2％ 25.2％ 0.0％ 0.0％

専門(2025年,N=323) 11.5％ 17.0％ 66.6％ 61.0％ 22.0％ 9.6％ 27.9％ 4.3％ 1.5％ 13.0％ 1.5％ 5.6％ 12.1％ 11.1％ 4.0％ 1.2％ 26.9％ 12.1％ 1.5％ 18.3％ 2.5％ 0.3％
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60.0％

70.0％
志望校選びで重視するポイント



志望先と非志望先のイメージ差（大学）

29

志望先が非志望先より優位なイメージは「学校の雰囲気」と「オープンキャンパス」

志望・非出願先と検討・非志望先のイメージ差について集計した。
その結果、最も差が大きかった項目は「学校の雰囲気が良い」であり、「オープンキャンパスが良かった」「学生生活を楽し
めそうだった」が続いた。学びの内容に関する項目よりも、良い雰囲気や楽しいキャンパスライフといったイメージ面が志望
校選択時の分岐点となっていることがうかがえる。

志望・非出願（％） 検討・非志望（％） 差（％）

学校の雰囲気が良かった 59.5％ 47.9％ 11.6％

オープンキャンパスが良かった 73.4％ 62.0％ 11.4％

学生生活を楽しめそうだった 61.6％ 53.9％ 7.7％

親や先生、知人などの評判が良かった 57.1％ 50.3％ 6.9％

自分が成長できそうだと感じた 66.4％ 59.7％ 6.7％

自宅からのアクセスが良かった 38.4％ 32.2％ 6.2％

偏差値が自分に合っていた 44.6％ 38.5％ 6.2％

入試内容が自分に合っていた 44.3％ 38.2％ 6.1％

学校周辺の環境が充実していた 52.7％ 46.9％ 5.8％

学べる内容が魅力的だった 67.9％ 63.1％ 4.8％

施設や設備が充実していた 60.7％ 56.3％ 4.4％

グローバルだと感じた 47.6％ 43.5％ 4.2％

開学の歴史や教育理念が良かった 44.3％ 40.3％ 4.0％

学生数が自分にとって丁度良かった 38.4％ 35.1％ 3.3％

取れる資格やサポート体制が魅力的だった 52.4％ 49.5％ 2.9％

社会にとって価値ある研究実績が魅力的だった 49.7％ 47.6％ 2.1％

知り合いの先輩が在籍していた 28.9％ 27.0％ 1.9％

就職率や就職サポートが魅力的だった 56.8％ 56.3％ 0.6％

ネームバリューが良かった 60.1％ 61.0％ -0.9％

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のみ集計



オープンキャンパスで知りたい情報について（校種別）

30

OCで知りたい情報は「学びの内容」 「入試方法」 「取れる資格」

高校3年生の夏前にオープンキャンパスへの参加を予定している層を対象に、知りたい情報を調査した。
その結果、大学進学志望者では「学べる内容」「入試方法」「取れる資格」、専門学校志望者では「学べる内容」「学
費」「取れる資格」が上位に挙がった。また、学校の設備や在学生の雰囲気に関する項目も一定数挙げられており、参
加者は進学後の生活や将来の進路までを見据えて情報収集を行っていることがうかがえる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「定期調査（2025年6月）」大学進学希望者、専門学校進学希望者のみ集計

学べる内

容

取れる資

格

学校の建

物や設備

自分の学

力との相

性

学校の所

在地や周

辺環境

留学など

の特別カ

リキュラ

ム

入試方法 学費
奨学金制

度

部活など

の課外活

動

就職率の

高さ

在校生の

雰囲気

実家から

の距離
その他

大学(N=388） 75.4％ 49.8％ 48.4％ 39.8％ 43.1％ 17.8％ 52.1％ 37.4％ 24.8％ 22.2％ 37.2％ 42.2％ 23.6％ 0.4％

専門学校(N=92） 73.3％ 60.7％ 44.6％ 30.6％ 42.3％ 8.2％ 49.3％ 64.1％ 40.6％ 9.8％ 49.4％ 49.0％ 32.7％ 0.0％
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オープンキャンパスで知りたい・チェックしたい情報



オープンキャンパス・学校見学会に参加した目的（専門）

31

OCの参加目的は「学校の雰囲気・設備の見学」「授業・実習等の体験」

専門学校志望者にOC・学校見学会などの参加目的を聴取し、その回答を高校3年生で集計した。「学校の雰囲気や設備
を直接見てみたかった」が最も高く、「実際の授業や実習を体験してみたかったから」「在学生や先生と話してリアル
な学生生活を知りたかったから」「入試制度やAO入試の説明を聞きたかったから」が続いた。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「専門学校志望者に関する意識・行動調査（2025年）」高校3年生のみ集計

実際の授

業や実習

を体験し

てみた

かったか

ら

学校の雰

囲気や設

備を直接

見てみた

かったか

ら

在校生や

先生と話

してリア

ルな学校

生活を知

りたかっ

たから

卒業後の
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やＡＯ入
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その他
特に理由

はない

高校３年生(N=903) 56.3% 76.5% 36.9% 20.9% 32.6% 23.6% 16.6% 16.4% 11.4% 4.1% 4.9% 6.2% 4.5% 0.2% 1.2%
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オープンキャンパス・学校見学会などに参加した際の目的



出願・非進学（％） 志望・非出願（％） 差（％）

入試内容が自分に合っていた 67.1％ 44.3％ 22.7％

偏差値が自分に合っていた 56.5％ 44.6％ 11.9％

自宅からのアクセスが良かった 40.5％ 38.4％ 2.1％

学生生活を楽しめそうだった 58.6％ 61.6％ -3.0％

就職率や就職サポートが魅力的だった 51.9％ 56.8％ -4.9％

学校周辺の環境が充実していた 47.7％ 52.7％ -5.0％

学校の雰囲気が良かった 54.4％ 59.5％ -5.1％

取れる資格やサポート体制が魅力的だった 47.3％ 52.4％ -5.1％

学生数が自分にとって丁度良かった 32.1％ 38.4％ -6.3％

知り合いの先輩が在籍していた 22.4％ 28.9％ -6.5％

施設や設備が充実していた 52.7％ 60.7％ -8.0％

グローバルだと感じた 38.8％ 47.6％ -8.8％

オープンキャンパスが良かった 64.2％ 73.4％ -9.3％

開学の歴史や教育理念が良かった 35.0％ 44.3％ -9.3％

学べる内容が魅力的だった 57.0％ 67.9％ -10.9％

社会にとって価値ある研究実績が魅力的だった 37.6％ 49.7％ -12.1％

ネームバリューが良かった 46.8％ 60.1％ -13.3％

自分が成長できそうだと感じた 48.9％ 66.4％ -17.4％

親や先生、知人などの評判が良かった 39.7％ 57.1％ -17.5％

出願先と非出願先のイメージ差（大学）
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出願先が非出願先より優位なイメージは「入試内容」「偏差値」の適合度
出願・非進学先、志望・非出願先のイメージ差について集計した。最も差が大きい項目は「入試内容が自分に合っていた」と
なり、「偏差値が自分に合っていた」が続いた。また、「自分が成長できそうだと感じた」「親や先生、知人などの評価が良
かった」に負の差が見られた。こちらの2項目は進学先と出願・非進学先のイメージ差の上位2項目であった。さらに、志望校
検討段階では上位に挙がっていた「オープンキャンパスが良かった」は、出願段階では相対的に弱まる結果となった。以上を
踏まえると、出願段階では志望形成時の印象要因よりも、合格可能性の条件面が重視される様子が伺える。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のみ集計
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志望校検討・出願校検討の際に参考にする入試関連情報（大学・専門）
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大学・専門学校進学者について、志望校および出願校検討時に参考とする入試情報を集計した。大学進学者では、「入
試方式」「試験科目」「出願条件」「合格最低点・平均点」が一貫して上位で、志望校検討時は「面接・志望理由書・
小論文の有無」、出願校検討時は「過去問・試験問題の傾向」も重視される。
専門学校進学者では「入試方式」に加え、「面接・志望理由書・小論文の有無」「出願条件」への関心が高く、出願段
階では「面接の評価ポイント」や「過去問・試験内容」といった具体的な対策情報への関心が高まる。
全体として、初期は入試要件の理解、出願段階では適合性や対策に関する情報へと関心が移行する傾向がうかがえる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」
大学進学者・専門学校進学者のみ集計

入試方式を軸に大学は「試験科目・得点情報」専門学校は「面接・対策情報」を重視



進学先と出願・非進学先のイメージ差（大学）

34

進学先が非進学先より優位なイメージは「自分の成長」「周囲からの評判」
進学先と出願・非進学先のイメージ差について集計した。
その結果、最も差が大きかった項目は「自分が成長できそうだと感じた」であり、「親や先生、知人などの評判が良かった」
「学生数が自分にとってちょうど良かった」が続いた。
進学先に対しては、大学生活への期待や進学後の満足度を意識していることがうかがえる。

進学（％） 出願・非進学（％） 差（％）

自分が成長できそうだと感じた 73.7％ 48.9％ 24.7％

親や先生、知人などの評判が良かった 63.6％ 39.7％ 23.9％

学生数が自分にとって丁度良かった 53.5％ 32.1％ 21.4％

社会にとって価値ある研究実績が魅力的だった 58.0％ 37.6％ 20.4％

開学の歴史や教育理念が良かった 54.9％ 35.0％ 19.9％

学べる内容が魅力的だった 76.6％ 57.0％ 19.6％

学校の雰囲気が良かった 73.0％ 54.4％ 18.5％

取れる資格やサポート体制が魅力的だった 65.7％ 47.3％ 18.4％

グローバルだと感じた 56.9％ 38.8％ 18.1％

就職率や就職サポートが魅力的だった 69.7％ 51.9％ 17.8％

知り合いの先輩が在籍していた 40.0％ 22.4％ 17.7％

施設や設備が充実していた 70.3％ 52.7％ 17.5％

学生生活を楽しめそうだった 73.4％ 58.6％ 14.8％

偏差値が自分に合っていた 69.2％ 56.5％ 12.7％

オープンキャンパスが良かった 75.8％ 64.2％ 11.6％

ネームバリューが良かった 58.4％ 46.8％ 11.6％

自宅からのアクセスが良かった 51.4％ 40.5％ 10.9％

学校周辺の環境が充実していた 58.2％ 47.7％ 10.5％

入試内容が自分に合っていた 75.4％ 67.1％ 8.3％

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のみ集計



進学先を選んだ理由（校種別）

35

進学先選択理由は「授業・資格」、大学は「就職活動に有利」専門は「OCの印象」も重要

進学先を選んだ理由について調査した。大学進学者では、「学びたい内容の授業がある」「資格を取得できる」「就職活動に有
利である」が上位に挙がった。一方、専門学校進学者では、「資格を取得できる」「学びたい内容の授業がある」に加え、
「オープンキャンパスの印象が良かった」が上位に入った。また、大学進学者の回答は、志望校検討時に重視されるイメージや、
出願校・進学先と非該当校との比較において差が見られた項目と一致している。これらの点から、大学進学者においては、進学
先に関する検討が早期から一貫して進められていることが示唆される。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2025年・2026年）」
大学進学者、専門学校進学者のみ集計
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受験校数と2校以下に抑えた理由(校種別)

36

大学の平均受験校数は2.3校。受験校数を抑える理由は「受験料や入学金の負担」

受験校数・候補校数と2校以下に受験校数を抑えた理由について、進学校種別に集計した。大学では平均受験校数が2.3校と、多
くの受験生が2校程度にとどまった。また、受験校数を2校以下に抑えた理由について、大学では「受験校を増やすと受験料や入
学金の支払いが大変だから」「受験校を増やすと対策の準備が大変だから」、専門では「受験校(滑り止め)を増やさなくてもど
れかは合格すると思っていたから」「受験校を増やすと受験料や入学金の支払いが大変だから」「受験校を増やすと対策の準備
が大変だから」が続いた。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2025年・2026年）」

大学(N=854) 短期大学(N=40)
専門学校

(N=135)

学校選びの際の候補校数 3.6校 2.4校 3.4校

受験校数 2.3校 1.3校 1.3校
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Ⅳ.年内入試受験者の動向
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年内入試受験者の動向 ー TOPICS

38

年内入試受験者の志望意欲醸成の鍵は、早期接点とイベント参加機会か

１．年内入試志向者は「中学生以前」と「高3生春」に進学先を認知し、

高2生時点で約7割が認知済みと早期から志望形成が進む。

早期の認知を捉えるためには、中学生～高1段階からの接点設計が欠かせない。

２．資料請求は「高2生春～夏・高3生春」、イベント参加は「高2生夏」「高3生春夏」に集中し、

接触ピークは高2生後半～高3生前半。高2生内に約4人に1人が出願決定。

高2生春以降の情報提供と高2生夏のイベント導線を中心に据えた設計が求められる。

３．志望校選択は「学べる内容」を最重視し、「資格」「OC印象」が後押し。

受験校選択時の不安は「将来の仕事」「（大学入学後の）学業適応」に集中する。

学びと将来のつながりを具体化し、不安に寄り添う情報発信が意思決定を後押しする。
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志望段階別の「認知時期」（大学・年内/推移）
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進学先の認知は「中学生以前」と「3年生4～6月」に集中
進学先に合格した受験方式別に、進学先の認知時期を集計した。その結果、進学先の認知時期は「中学生以前」と「3年生4～6
月」に山が見られた。また、他の候補校についても「中学生以前」「2年生4～6月」「3年生4～6月」を中心に認知が進んでいる
様子が確認された。
一方、2026年卒においては、出願・非進学先の認知が最も進んだ「2年生4～6月」の時期において、進学先の認知割合は他の候
補校と比較して相対的に低い点が特徴として挙げられる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計 ※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。



志望段階別の「認知時期」（大学・年内/推移）

40

2026年卒と2025年卒について、進路検討の各段階における認知時期を集計した。いずれの学校種別・検討段階においても、「中
学生以前」「2年生4～6月」「3年生4～6月」に認知の山が見られ、両年度において概ね共通した動きが確認された。
進学先および出願・非進学先では、「3年生4～6月」に認知が進む一方、志望・非出願先、検討・非進学先における同時期の認
知割合は1割前後にとどまっている。
また、進学先以外の候補校については、「2年生4～6月」の認知が「3年生4～6月」と比較して相対的に高い傾向が見られる。
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６月

１年

生＿

７～

９月

１年

生＿

１０

～１

２月

１年

生＿

１～

３月

２年

生＿

４～

６月

２年

生＿

７～

９月

２年

生＿

１０

～１

２月

２年

生＿

１～

３月

３年

生＿

４～

６月

３年

生＿

７～

９月

３年

生＿

１０

～１

２月

３年

生＿

１～

３月

2026/年内/志望(N=144) 22.9% 7.6% 8.3% 5.6% 5.6% 11.8% 6.3% 6.3% 6.3% 9.0% 4.9% 2.1% 0.0%

2025/年内/志望(N=34) 19.0% 12.5% 6.4% 3.8% 4.1% 9.9% 10.2% 4.7% 7.9% 10.8% 5.5% 1.5% 0.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%
志望・非出願先

中学

生以

前

１年

生＿

４～

６月

１年

生＿

７～

９月

１年

生＿

１０

～１

２月

１年

生＿

１～

３月

２年

生＿

４～

６月

２年

生＿

７～

９月

２年

生＿

１０

～１

２月

２年

生＿

１～

３月

３年

生＿

４～

６月

３年

生＿

７～

９月

３年

生＿

１０

～１

２月

３年

生＿

１～

３月

2026/年内/検討(N＝172) 16.3% 8.7% 7.6% 4.7% 7.6% 12.8% 8.7% 6.4% 6.4% 9.3% 3.5% 2.3% 0.0%

2025/年内/検討(N=342) 17.3% 9.4% 5.6% 5.3% 5.3% 10.5% 9.6% 6.1% 7.0% 11.7% 7.9% 1.2% 0.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

検討・非志望先

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計 ※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。



進学先校の「認知時期」（大学・入試方式別/累計）

41

年内入試受験者は1年生で約4割、2年生で約7割が進学先を認知

進学先に合格した受験方式別に、進学先の認知時期を累計で整理した。
一般入試では、進学先の認知は主に2年生以降に進む一方、年内入試受験者では1年生の段階で約4割が進学先を認知している。
年内入試受験者においては、一般入試と比較して低学年での進路検討が進んでいることがうかがえる。

中学生以

前

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

2026/一般/進学(N=461) 13.7% 20.2% 22.8% 25.4% 29.7% 48.2% 64.6% 71.8% 74.2% 82.0% 87.4% 92.8% 97.0%

2026/年内/進学(N=317) 19.2% 27.4% 36.0% 40.4% 43.8% 51.7% 59.9% 64.4% 71.0% 87.7% 93.1% 95.0% 95.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

認知時期(累計)

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計 ※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。



志望校を選んだ時の重視するポイント（大学・入試方式別）

42

年内入試受験者の約7割は、志望校選択時に「学べる内容」を重視

入試方式別に、志望校選択時に重視するポイントを集計した。
一般選抜受験者と比較すると、年内入試受験者においては「学べる内容」および「入試方法」において回答割合の差が見られ、
特に「学べる内容」では約30ポイントの差が確認された。これらの結果から、年内入試受験者は、志望校選択において学びの
内容に対する関心が相対的に高い傾向が示唆される。また、志望理由書や面接等を含む入試形態の特性が、学びたい内容への
意識を高めている可能性が考えられる。

知名度

が高い

学部

名・学

科名

学べる

内容

取れる

資格

学校の

建物や

設備

自分の

学力と

の相性

学校の

所在地

留学な

どの特

別カリ

キュラ

ム

パンフ

レット

やウェ

ブサイ

トの美

しさ

入試方

法

学校の

分類

国立か

公立か

私立か

学校の

種類

大学か

短期大

学か専

門職大

学か専

門学校

か

学費の

安さ

奨学金

制度

知り合

いや親

戚が

通って

いる・

いたこ

と

部活な

どの課

外活動

就職率

の高さ

在校生

の雰囲

気が自

分に

あって

いる

学生数

の多さ

実家か

らの距

離

その他
特にな

し

一般選抜(N=461) 25.6% 39.0% 40.8% 25.8% 16.9% 35.4% 26.5% 11.3% 11.3% 13.9% 26.5% 16.3% 13.9% 9.8% 8.0% 5.2% 16.9% 8.0% 2.2% 13.4% 0.9% 0.2%

年内入試(N=317) 28.7% 43.2% 67.2% 38.5% 20.2% 30.0% 32.8% 8.2% 2.2% 24.6% 11.0% 5.4% 8.5% 4.1% 1.6% 5.4% 18.0% 12.3% 1.6% 21.8% 0.9% 0.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

あなたが志望校を選んだ時の「重視するポイント」

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち一般選抜受験者・年内入試受験者のみ集計



志望段階別の「資料請求時期」（大学・年内）

43

進学先の資料請求は「3年生4～6月」に集中。2年生の春～夏にも分布

進学先に合格した受験方式別に、進学先への資料請求時期を集計した。進学先については、認知が進む「3年生4～6月」に資料
請求が集中している。
また、「2年生4～9月」においては、進学先および志望・非出願先に対しても約20～30％が資料請求を行っており、2年生の段
階から一定程度進路検討が進んでいる状況が確認される。

１年生＿

４～６月

１年生＿

７～９月

１年生＿

１０～１

２月

１年生＿

１～３月

２年生＿

４～６月

２年生＿

７～９月

２年生＿

１０～１

２月

２年生＿

１～３月

３年生＿

４～６月

３年生＿

７～９月

３年生＿

１０～１

２月

３年生＿

１～３月

年内/進学(N=317) 5.0% 6.3% 3.2% 1.9% 11.0% 12.3% 7.3% 8.2% 25.2% 12.3% 3.8% 0.9%

年内/出願(N=42) 2.4% 7.1% 0.0% 4.8% 0.0% 16.7% 4.8% 9.5% 19.0% 19.0% 2.4% 2.4%

年内/志望(N=144) 5.6% 6.9% 1.4% 2.8% 12.5% 16.0% 6.9% 9.0% 21.5% 9.7% 2.8% 0.0%

年内/検討(N＝172) 5.2% 1.2% 3.5% 3.5% 5.2% 15.1% 6.4% 7.6% 20.9% 9.3% 1.7% 0.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

資料請求時期

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計



１年生

＿４～

６月

１年生

＿７～

９月

１年生

＿１０

～１２

月

１年生

＿１～

３月

２年生

＿４～

６月

２年生

＿７～

９月

２年生

＿１０

～１２

月

２年生

＿１～

３月

３年生

＿４～

６月

３年生

＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/検討(N=172) 5.2% 1.2% 3.5% 3.5% 5.2% 15.1% 6.4% 7.6% 20.9% 9.3% 1.7% 0.0%

2025/年内/検討(N=342) 5.0% 3.2% 2.3% 3.2% 9.1% 10.2% 7.6% 8.5% 18.4% 12.6% 2.3% 0.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

検討・非志望先

１年生

＿４～

６月

１年生

＿７～

９月

１年生

＿１０

～１２

月

１年生

＿１～

３月

２年生

＿４～

６月

２年生

＿７～

９月

２年生

＿１０

～１２

月

２年生

＿１～

３月

３年生

＿４～

６月

３年生

＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/志望(N=144) 5.6% 6.9% 1.4% 2.8% 12.5% 16.0% 6.9% 9.0% 21.5% 9.7% 2.8% 0.0%

2025/年内/志望(N=343) 5.0% 5.5% 2.9% 3.2% 9.3% 12.8% 6.7% 12.0% 19.8% 12.0% 2.3% 1.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%
志望・非出願先

１年生

＿４～

６月

１年生

＿７～

９月

１年生

＿１０

～１２

月

１年生

＿１～

３月

２年生

＿４～

６月

２年生

＿７～

９月

２年生

＿１０

～１２

月

２年生

＿１～

３月

３年生

＿４～

６月

３年生

＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/出願(N=42) 2.4% 7.1% 0.0% 4.8% 0.0% 16.7% 4.8% 9.5% 19.0% 19.0% 2.4% 2.4%

2025/年内/出願(N=90) 2.2% 5.6% 4.4% 0.0% 5.6% 6.7% 7.8% 5.6% 15.6% 14.4% 3.3% 1.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

出願・非進学先

１年生

＿４～

６月

１年生

＿７～
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１年生

＿１０

～１２

月

１年生

＿１～

３月

２年生

＿４～

６月

２年生

＿７～

９月

２年生

＿１０

～１２

月

２年生

＿１～

３月

３年生

＿４～

６月

３年生

＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/進学(N=317) 5.0% 6.3% 3.2% 1.9% 11.0% 12.3% 7.3% 8.2% 25.2% 12.3% 3.8% 0.9%

2025/年内/進学(N=720) 5.1% 4.7% 3.5% 2.1% 8.6% 8.6% 7.5% 9.6% 26.4% 17.5% 5.4% 1.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

進学先

志望段階別の「資料請求時期」（大学・年内）

44

2026年卒および2025年卒について、進路検討の各段階における資料請求時期を集計した。いずれの段階においても「3年生7～9
月」の割合が最も高く、この時期に資料請求を通じた比較検討が行われている様子が確認された。また、志望・非出願先およ
び検討・非進学先では、両年度ともに「2年生7～9月」において1割以上が資料請求を行っている。さらに、2026年卒の出願・
非進学先では同時期の割合が16.7％となっており、相対的に高い水準が見られる。
以上より、2年生夏における資料請求の動きは一定程度確認されており、今後の推移について継続的に把握していく必要がある。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計



志望段階別の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（大学・年内）

45
【参照元データ】
マイナビ進総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計
左はグラフ非掲載の「参加したかどうか覚えていない」を合計して100％になる。

進学先のイベントは約9割が参加。「2年生7～9月」 「3年生4～9月」に集中

年内入試受験者のイベント参加時期について、志望段階別に集計した。オープンキャンパスの実施回数が多い春から夏にかけて
見ると、「2年生7～9月」「3年生7～9月」ともに進学先の割合が最も高い結果となった。また、「2年生7～9月」においては、
進学先と他の候補校との間で大きな差は見られない一方、「3年生7～9月」では、志望・非出願先、検討・非志望先と比較して、
進学先および出願・非進学先の割合が相対的に高くなっている。 2年生の段階では複数の学校に参加して比較検討している可能
性があると考えられ、3年生では参加校を絞っている状況もうかがわれる。

１年生

＿４～

６月

１年生

＿７～

９月

１年生

＿１０

～１２

月

１年生

＿１～

３月

２年生

＿４～

６月

２年生

＿７～

９月

２年生

＿１０

～１２

月

２年生

＿１～

３月

３年生

＿４～

６月

３年生

＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/進学(N=317) 1.9% 8.2% 3.2% 1.6% 3.5% 22.7% 6.3% 9.1% 20.2% 40.4% 9.5% 1.3%

2026/年内/出願(N=42) 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 4.8% 16.7% 7.1% 7.1% 14.3% 33.3% 4.8% 0.0%

2026/年内/志望(N=144) 0.7% 9.0% 0.0% 2.1% 2.1% 18.1% 3.5% 8.3% 14.6% 18.1% 3.5% 0.7%

2026/年内/検討(N=172) 1.2% 3.5% 2.3% 0.6% 4.7% 14.5% 4.7% 7.0% 12.2% 18.0% 2.3% 0.0%
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不参加 8.2% 19.0% 29.9% 33.7%
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１年生

＿４～
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月
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＿４～
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＿７～

９月

３年生

＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/志望(N=144) 0.7% 9.0% 0.0% 2.1% 2.1% 18.1% 3.5% 8.3% 14.6% 18.1% 3.5% 0.7%

2025/年内/志望(N=34) 1.5％ 4.4％ 1.2％ 0.9％ 2.9％ 13.4％ 4.1％ 5.8％ 15.5％ 19.8％ 1.7％ 0.3％
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＿７～

９月
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＿１０

～１２

月

３年生

＿１～

３月

2026/年内/進学(N=317) 1.9% 8.2% 3.2% 1.6% 3.5% 22.7% 6.3% 9.1% 20.2% 40.4% 9.5% 1.3%

2025/年内/進学(N=720) 1.7％ 4.6％ 2.1％ 0.8％ 4.0％ 16.8％ 5.7％ 6.7％ 22.2％ 45.1％ 7.6％ 1.0％
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2026/年内/検討(N=172) 1.2% 3.5% 2.3% 0.6% 4.7% 14.5% 4.7% 7.0% 12.2% 18.0% 2.3% 0.0%

2025/年内/検討(N=342) 1.5％ 2.9％ 2.0％ 2.3％ 2.6％ 10.2％ 6.1％ 4.7％ 11.1％ 15.2％ 2.6％ 0.0％
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志望段階別の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（大学・年内）
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2026年卒および2025年卒の年内入試受験者について、イベント参加時期を志望段階別に集計した。
その結果、両年度ともに「2年生7～9月」「3年生7～9月」において、進学先の割合が最も高い結果となった。
また、両年度ともに「2年生7～9月」と比較して「3年生7～9月」の方が、進学先と他の候補校との差が相対的に大きい傾向
が見られる。以上を踏まえると、2年生段階では志望校を探索する目的で複数の学校に参加している可能性がある一方、3年生
では参加対象が一定程度絞られている様子がうかがえる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計



オープンキャンパスの印象（大学・年内）
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進学先のオープンキャンパスの印象は約8割が良いと回答

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち年内入試受験者のみ集計
「そう思う」は「とてもそう思う」「ややそう思う」の計。「そう思わない」は「あまりそう思わない」「全くそう思わない」の計。

年内入試受験者を対象に、進路検討の各段階におけるオープンキャンパスの印象を集計した。その結果、進学先では約8割が
「良かった」と回答し、最も高い評価となった。また、いずれの段階においても6割以上が好印象を示しており、オープンキャ
ンパスは一貫してポジティブな評価を得ていることが確認された。一方、出願先は志望先よりやや低い結果となったが、入試
方式など他の要因も踏まえて出願先が決定されるため、必ずしも志望先より高い評価が得られるとは限らないと考えられる。
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オープンキャンパスで知りたい情報について（大学・入試方式別）
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OCで知りたい情報は「学べる内容」「取れる資格」「入試に関する説明」
高校3年生の夏前にオープンキャンパスへの参加を予定している方を対象に、知りたい情報およびイベント参加のきっかけ
について聴取した。結果、知りたい情報、参加のきっかけともに、一般受験者と年内入試受験者で上位項目は共通してい
た。また、オープンキャンパスで知りたい情報は「取得できる資格」「留学などの特別カリキュラム」「入試方法」「奨
学金制度」「就職率の高さ」、参加のきっかけとなったプログラムでは「入試説明」「受験対策講座」「在学生との面
談・座談会」「教職員との面談」について、年内入試受験者の方が一般入試受験者より相対的に重視する傾向が見られた。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「定期調査（2025年6月）」
大学進学希望者のうち最も強く検討している入試方式を一般選抜・年内入試の回答者のみで集計
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一般選抜(N=148) 77.8% 45.9% 47.8% 38.3% 43.9% 15.5% 49.1% 35.4% 20.0% 22.9% 32.8% 41.9% 24.2% 0.0%

年内入試(N=194) 73.8% 54.0% 50.1% 42.0% 43.4% 22.6% 56.2% 40.3% 29.7% 21.4% 41.8% 45.5% 22.3% 0.0%
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一般選抜(N=134) 50.7% 44.5% 13.2% 9.7% 38.9% 31.8% 13.4% 30.1% 5.5% 5.9% 12.3% 1.0% 8.5%

年内入試(N=177) 54.9% 55.9% 16.0% 27.2% 42.8% 27.6% 16.5% 36.0% 19.0% 16.9% 16.0% 0.4% 3.8%
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進学先校の「出願決定時期」（大学・年内・志望段階別/累計・推移）

49
【参照元データ】
・マイナビ進総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち一般選抜受験者・年内入試受験者のみ集計 ※グラフ非掲載の「覚えていない」を足して100%となる。

年内入試の出願決定時期は「3年生7～9月」がピーク
2026年卒について、出願決定時期を進学先に合格した入試方式別に集計した。
2年生進級前までは、年内入試受験者と一般入試受験者の間に大きな差は見られないものの、「2年生7～9月」以降は徐々に差が
広がる傾向が確認された。ただし、3年生進級前までの差は10ポイント程度にとどまっている。
また、出願決定時期のピークは年内入試受験者の方が概ね3カ月程度早い結果となった。年内に実施される入試スケジュールを
踏まえると、この前倒しは妥当な動きと考えられる。
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【累計】2026/一般/進学(N=461) 0.9% 2.2% 3.0% 3.0% 3.7% 4.8% 7.2% 8.7% 11.3% 25.2% 47.3% 79.0% 97.6%

【累計】2026/年内/進学(N=317) 2.2% 3.2% 3.8% 5.0% 6.3% 9.5% 14.5% 19.9% 24.9% 48.6% 85.2% 95.6% 97.5%

2026/一般/進学(N=461) 0.9% 1.3% 0.9% 0.0% 0.7% 1.1% 2.4% 1.5% 2.6% 13.9% 22.1% 31.7% 18.7%

2026/年内/進学(N=317) 2.2% 0.9% 0.6% 1.3% 1.3% 3.2% 5.0% 5.4% 5.0% 23.7% 36.6% 10.4% 1.9%
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志望校検討・出願校検討の際に参考にする入試関連情報（大学・入試方式別）
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入試方式を軸に、一般選抜は学力情報、年内入試は出願条件を重視
大学進学者の入試方式別に志望校・出願校を検討するときに参考にする情報を集計した。志望校検討時、一般選抜、年
内入試ともに「入試方式」が最も高く、一般入試では「試験科目」年内入試では「出願条件」が続いた。出願校検討時
では、入試方式ごとに参考にしたい項目が異なり、一般選抜では「合格最低点・合格平均点」「入試方式」、年内入試
では志望校検討時と同じく「入試方式」「出願条件」となった。進路検討の初期段階では入試の全体像や要件の理解が
重視され、出願段階に進むにつれて、自身の学力との適合性や合格可能性を見極める情報への関心が高まることがうか
がえる。

【参照元データ】
・マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち一般選抜受験者・年内入試受験者のみ集計
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志望校検討時/一般(N=461) 54.9% 39.5% 50.8% 33.0% 24.3% 38.0% 41.4% 41.0% 30.2% 14.8% 15.0% 13.4% 1.5% 3.3%

志望校検討時/年内(N=317) 76.7% 67.8% 66.6% 58.7% 41.0% 44.8% 41.6% 41.3% 40.1% 33.8% 31.9% 31.9% 2.8% 8.2%

出願校検討時/一般(N=461) 46.0% 36.2% 44.3% 29.1% 22.1% 39.7% 46.9% 41.6% 31.5% 15.6% 12.4% 12.4% 1.1% 3.9%

出願校検討時/年内(N=317) 65.9% 57.1% 53.3% 47.0% 35.3% 40.4% 35.6% 34.7% 31.9% 35.6% 36.0% 34.4% 2.8% 9.8%
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受験校を選んだ時の不安や悩みについて（大学・入試方式別）
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年内入試受験者の不安は、「将来の進路」「授業についていけるか」

進学先に合格した入試方式別に、受験校選択時の不安や悩みを集計した。2026年卒・2025年卒ともに、年内入試受験者の傾向
は概ね共通しており、一般選抜受験者と比較して「将来の進路」や「授業への適応」「友人関係」に関する不安で差が見られ
た。これらの結果から、年内入試受験者では、志望理由書や面接といった入試形態の特性により将来や自身の志向を検討する
機会が多く、その影響として将来に関する不安が相対的に強まっている可能性が示唆される。あわせて、学力以外の評価要素
を含む入試であることから、学力面での適合に対する不安も一定程度意識されていると考えられる。

【参照元データ】
・マイナビ進総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち一般選抜受験者・年内入試受験者のみ集計
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26年卒/一般選抜（N=461） 28.2% 19.5% 17.6% 36.0% 19.5% 20.0% 25.6% 40.1% 23.2% 13.2% 9.3% 17.8% 10.4% 0.2% 1.1%

25年卒/一般選抜（N=1,410） 20.4% 12.9% 19.0% 25.9% 17.5% 21.1% 24.0% 31.7% 20.8% 12.7% 9.2% 13.8% 8.3% 0.1% 1.3%

26年卒/年内入試（N=317） 41.3% 25.6% 24.0% 35.3% 18.3% 18.0% 41.0% 37.9% 17.4% 13.9% 5.4% 26.8% 17.4% 0.3% 1.6%

25年卒/年内入試（N=720） 38.6% 23.6% 19.4% 30.8% 16.7% 18.1% 41.5% 40.0% 20.3% 12.1% 8.3% 27.9% 14.4% 0.4% 2.1%
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進学先校を選んだ決め手について（大学・入試方式別）
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年内入試受験者の進学先選定の決め手は「学びの内容」「資格」「OCの印象」

進学先に合格した入試方式別に、進学先選定の決め手を集計した。年内入試受験者では、「学びたい内容の授業がある」「資
格を取得できる」「オープンキャンパスの印象が良かった」が上位に挙がった。これらの項目は、一般選抜受験者と比較して
も回答割合に差が見られる。一方、一般選抜受験者が年内入試受験者より割合が高かった項目は、「立地の利便性」「部活
動・サークル」「偏差値」「学校の知名度」などが挙げられる。以上の結果から、年内入試受験者は進学先選定において、学
び以外の環境要素と比較して、学びの内容や将来の進路に関わる要素を相対的に重視している可能性が考えられる。

【参照元データ】
・マイナビ進総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2026年）」

大学進学者のうち一般選抜受験者・年内入試受験者のみ集計
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26年卒/一般選抜（N=461） 24.1% 39.9% 28.0% 9.3% 20.6% 11.5% 19.5% 13.4% 20.6% 22.3% 18.9% 22.1% 12.8% 7.8% 16.7% 12.1% 7.2% 2.2% 0.9% 1.7%

25年卒/一般選抜（N=1,410） 14.0% 29.2% 23.0% 9.9% 13.8% 12.1% 17.2% 15.0% 14.7% 14.9% 17.9% 17.3% 13.5% 5.8% 11.1% 8.2% 4.9% 1.6% 0.7% 0.9%

26年卒/年内入試（N=317） 42.9% 54.3% 30.0% 9.1% 20.5% 4.4% 20.8% 5.7% 18.9% 33.8% 4.4% 9.1% 7.9% 19.2% 4.4% 14.8% 3.2% 2.5% 0.9% 2.2%

25年卒/年内入試（N=720） 42.2% 53.3% 27.9% 7.4% 16.3% 2.9% 19.7% 8.2% 16.9% 30.7% 4.4% 11.9% 7.6% 12.8% 3.8% 13.6% 4.6% 2.2% 1.1% 1.1%
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進学先の決め手



本データを出版・印刷物、WEBサイト等へデータを転載する際には、「※調査名」（マイナビ進学総合研究所調べ）と明記ください。
資料に関するご質問等に関しては下記までご連絡ください。

株式会社マイナビ キャリアデザイン事業本部 進学未来デザイン事業部 マイナビ進学総合研究所
E-mail：ms-souken@mynavi.jp

URL: https://souken.shingaku.mynavi.jp


	確定スライド
	スライド 1: 2026年度進学トレンド総括
	スライド 2: INDEX
	スライド 3: はじめに
	スライド 4: 　　冒頭ご挨拶
	スライド 5: 　　本資料の目的／今回の資料作成に使用したマイナビ進学実施調査一覧
	スライド 6: 　　本資料における短縮表記について／年度表記について
	スライド 7: Ⅰ.高校生の進学を取り巻く環境
	スライド 8: 　　18歳人口及び高等教育機関入学者数・進学率の推移
	スライド 9: 　　選抜方式別入学者数
	スライド 10: 　　学校教育法の改正・修学支援新制度の対象者拡充について
	スライド 11: 　　学校教育法の改正について
	スライド 12: Ⅱ.26年3月卒生の活動タイミング
	スライド 13: 　　活動タイミング　ー　TOP
	スライド 14: 　　活動タイミング　ー　TOPICS
	スライド 15: 　　進学先校の「認知時期」 （全体/年度比較・推移）
	スライド 16
	スライド 17: 　　進学先校の「認知時期」 （全体・校種別/累計）
	スライド 18
	スライド 19: 　　志望段階別の「資料請求時期」 （大学）
	スライド 20: 　　進学先校の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（全体・校種別）
	スライド 21: 　　志望段階別の「イベント参加時期」 （全体・校種別）
	スライド 22: 　　進学先校の「出願決定時期」 （全体・校種別/推移）
	スライド 23: 　　進学先校の「出願決定時期」 （全体・校種別/累計）
	スライド 24: 　　志望段階別の「出願決定時期」 （大学/累計・推移）
	スライド 25: Ⅲ. 26年3月卒生の学校選びに関する意識
	スライド 26: 　　学校選びに関する意識　ー　TOPICS
	スライド 27: 　　志望段階別にみるイメージ上位項目（大学）
	スライド 28: 　　志望校選びの際、重視するポイント（校種別）
	スライド 29: 　　志望先と非志望先のイメージ差（大学）
	スライド 30: 　　オープンキャンパスで知りたい情報について（校種別）
	スライド 31: 　　オープンキャンパス・学校見学会に参加した目的（専門）
	スライド 32: 　　出願先と非出願先のイメージ差（大学）
	スライド 33: 　　志望校検討・出願校検討の際に参考にする入試関連情報（大学・専門）
	スライド 34: 　　進学先と出願・非進学先のイメージ差（大学）
	スライド 35: 　　進学先を選んだ理由（校種別）
	スライド 36: 　　受験校数と2校以下に抑えた理由(校種別)
	スライド 37: Ⅳ.年内入試受験者の動向
	スライド 38: 　　年内入試受験者の動向　ー　TOPICS
	スライド 39: 　　志望段階別の「認知時期」 （大学・年内/推移）
	スライド 40: 　　志望段階別の「認知時期」 （大学・年内/推移）
	スライド 41: 　　進学先校の「認知時期」 （大学・入試方式別/累計）
	スライド 42: 　　志望校を選んだ時の重視するポイント（大学・入試方式別）
	スライド 43: 　　志望段階別の「資料請求時期」 （大学・年内）
	スライド 44: 　　志望段階別の「資料請求時期」（大学・年内）
	スライド 45: 　　志望段階別の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（大学・年内）
	スライド 46: 　　志望段階別の「イベント参加時期」※オンライン形式含む（大学・年内）
	スライド 47: 　　オープンキャンパスの印象（大学・年内）
	スライド 48: 　　オープンキャンパスで知りたい情報について（大学・入試方式別）
	スライド 49: 　　進学先校の「出願決定時期」 （大学・年内・志望段階別/累計・推移）
	スライド 50: 　　志望校検討・出願校検討の際に参考にする入試関連情報（大学・入試方式別）
	スライド 51: 　　受験校を選んだ時の不安や悩みについて（大学・入試方式別）
	スライド 52: 　　進学先校を選んだ決め手について（大学・入試方式別）
	スライド 53


